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アカウント取得マニュアルのとおりにeMAFFに
ログイン後の申請操作の説明です

ログイン後の画面に手続を探す機能が表示されているので、
「制度・手続名称から検索」の機能で、
「輸入確認」又は「動物薬事申請（その他）」
と入力して検索してください。
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１．手続を探す



検索後にヒットした手続き一覧が表示されます。
以下の赤枠の申請を探して、その手続の右側にある
新規作成ボタンを選択してください。
※動物用医薬品又は動物用再生医療等製品を輸入した場合と、
動物用医薬部外品又は動物用医療機器を輸入した場合で
手続きが異なりますので、ご注意ください。
どちらの申請になるのか不明な場合はご相談ください。

ここから、１ページあたりの表示件数を増やすことができます。
10件以上ヒットした場合は表示を増やせば探しやすくなります。

新規作成ボタン
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このような申請画面が表示されます。
こちらは「動物用医薬品（再生医療等製品）の輸入確認」
の申請画面です。
「動物用医薬部外品（医療機器）の輸入確認」の申請画面
も同様です。

灰色になっている部分はログイン情報等から
自動で入力されますので、白色の枠内に必要事
項を入力していきます。
１．申請年月日：申請する日を記載してください。
２．提出先（地域レベル、地域名）：

自動で入力されているので、修正不要です。

入力が終わったらスクロールして次の入力項目へ
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２．申請画面の入力方法



同様に、白色の枠内に必要事項を入力していきます。
１．輸入者の住所：商品の到着住所と一致している必要があります。病院

で注文した場合は病院住所、個人で頼んだ場合は自宅住所になります。
２．輸入者の氏名：仕入書（INVOICE）に記載の氏名と一致している必要

があります。
３．担当者の氏名、電話番号、メールアドレス：日中連絡の取れる連絡先

を記載してください。電話番号がない場合は、電話番号欄にメールアド
レスを記入してください。
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輸入目的をプルダウンから選択してください。
・獣医師でない個人が飼っている動物に使用する場合
→ 個人用
・獣医師が診療で使用する場合
→ 診療用
・試験研究、製品社内サンプル用等
→ 試験研究用

輸入年月日は欄内にあるマークをクリックする
と、カレンダーから選択できます。
以下の年月日を記入してください。
・税関からの通知はがきに記載された年月日
・AWBに記載された到着予定年月日
・通関業者等から荷物の到着及び手続きを要する旨
の連絡があった日

・未定の場合は、「到着前に確認を依頼」の箇所に
チェックを入れた上で到着見込日を記入 7



・蔵置場所には連絡のあった税関をプルダウンから選択して記入してください。
・プルダウンにない場合は「その他」を選択し、右の欄に記入してください。
・到着前に申請する場合は、予定の蔵置場所を選択又は未定を選択してください。

・「許可の種類」については、動物用医薬品関係事業者（製造販売業者、製造業者）
が輸入をする場合のみ、輸入者が保有する許可の種類を記載してください。

・「送付先の名称、住所及び連絡先」については、輸入者住所と荷物の送付先が異なる
場合にのみ記載してください。

記入例
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輸入商品名記入欄

・１製品ずつ枠内に記入してください（複数製品の場合は次のページをご確認ください）。
・編集ボタンを押すと、別画面に移って編集ができます。
・記入後は必ず保存ボタンを押して、記入内容を保存してください。
輸入品名 ：インボイス等と同じ名称を記載してください。
容量・規格：（医薬品の場合）25mg/錠

（医療機器の場合）３本/セット
数量 ：インボイス等と同じ数量を記載してください
使用動物種：実際に使用する対象の動物種（品種は不要）を記載してください。

複数種の動物に使用する場合は全て記載してください。
製造業者名
生産国又は地域：購入したwebページ等から確認して記載してください。

不明な場合は不明と記載してください。
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・複数製品ある場合は、１製品を記入し、保存ボタンを押した後に欄左の「＋」ボタン
を押して行を追加してください。

（参考：医薬品の場合の記入例）
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添付資料の添付方法①：
添付する書類部分の「ファイルをアップロード」をクリックすると、以下のようなブラウザ
が表示されるので、ご自身のパソコン内のファイルを選択して「開く」と、ファイルがアッ
プロードされます。
ファイル形式は「PDF」のみ添付が可能です。
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エクスプローラーで開いたフォルダから
ドラッグ＆ドロップ

添付資料の添付方法②：
事前に開いておいたエクスプローラーから、ファイルを該当箇所にドラッグ＆ドロップ
することによってもアップロードが可能です。

アップロードすると右のような画面が表示されます。
アップロード後、「完了」ボタンを押してください。
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・アップロード後のファイルは赤枠内のように、
各アップロードボタンの下に青字で表示されます。

・誤って添付したファイルは、「削除」を押せば削除
可能です。

・全ての必要なファイルの添付が終了し、記入した
申請内容（商品名等）に間違いがないことを確認
したら、左のチェック欄にチェックを入れてくだ
さい。
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・必要な連絡事項があればこちらに記入してください。
・すべての入力項目を記入し終わったら、申請ボタンを
押して申請してください。

・記入途中で中断する場合は、「一時保存」ボタンを
押して保存してください。
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＜申請ボタン押下後＞
・記入されていない必須項目があると、このよ
うに表示されますので、赤くなっている項目
を確認し、入力してください。

＜申請ボタン押下後＞
・記載項目に漏れ等がなければ、こちらの画面
が表示されます。申請内容を再度確認し、申
請してください。
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申請の一時保存が完了すると以下の画面が表示されます。

一時保存した申請を再開する場合は、トップ画面の「手続を進める」ボタンから、
「申請履歴・一時保存の手続から進める」を選択し、一時保存した申請を選択してください。
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承諾の通知が届いたら…
承諾の通知が届いたら、輸入確認手続きは完了です。
申請画面を開き、「農林水産省記入欄」の輸入確認年月日、輸入確認番号が記載されていることを
確認してください。
記載されていることが確認できたら、「印刷」ボタンから申請書を印刷し、連絡のあった税関又は
通関業者に提出してください。
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３．手続の完了
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（その他：審査者から差戻があった場合）
申請資料に不備がある場合等に、審査者（農林水産省）から差し戻される場合があります。
差し戻しがあった場合は、申請画面を開き、ページ一番下の「差戻・却下事由」の箇所をご確認
ください。
差し戻し内容に従って資料追加等の修正の対応を行った上で、再度、「申請」ボタンを押して
申請（差戻元に返す）してください。

４．その他（申請不備への対応）



（その他：審査者から修正確認依頼があった場合）
申請内容に誤りがある場合等に、審査者（農林水産省）が修正を行い、申請者に確認を依頼する
場合があります。
依頼があった場合は、申請画面を開き、「修正履歴」タブから、修正内容を確認してください。
修正内容に問題がない場合は、「手続内容」タブに戻り、画面下の「同意」を選択してください。
問題がある場合は、「同意しない」を選択し、同意しない理由を記載してください。

手続内容画面
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（その他：申請の進捗を確認したい場合）
トップページの「手続きを進める」→「申請履歴・一時保存の手続から進める」を選択して表示され
る申請履歴から、申請の進捗状況が確認できます。該当する手続きの「ステータス」を確認してくだ
さい。
＜主なステータスの例＞
申請待ち：申請内容を入力して保存した状態。このステータスの場合、まだ申請はされていません。

また、申請の受付前に取り下げを行った場合も、このステータスになります。
（差戻）申請待ち：申請が差し戻された状態。申請内容に何らかの問題があり、差し戻された場合、

このステータスになります。
～受付待ち：申請の受付を待っている状態。申請直後は、このステータスになります。
～審査中：申請の受付が行われた状態（審査中の状態）。
修正確認待ち：審査者が申請内容の修正を行い、申請提出者に修正内容の確認依頼が行われた状態。
審査完了：申請が承認された状態。
却下：申請が却下された状態
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